
＜ニュースリリース＞ 

 

 

 

APECビジネス諮問委員会 

APEC Business Advisory Council （ABAC）日本  

 

1 

2025 年第 4 回 ABAC（釜山）会議【仮訳】 

 

2025 年 10 月 28 日 

釜山、韓国 

 

ABAC は APEC 首脳との対話において連携と繁栄の共有を呼びかける 

 

APEC ビジネス諮問委員会（ABAC：APEC Business Advisory Council）は、週後半の 

APEC 首脳との年次対話に先立ち、アジア太平洋地域の喫緊の課題への対応策を議論する、

今年最後の会議を終えた。 

 

ABAC は、より強靭で包摂的、かつ活力ある地域経済実現のための解決策の特定を目指して、

貿易・投資、持続可能性、AIとデジタルイノベーション、ヘルスケア、金融といった分野に

またがる、首脳向けの提言一式を取りまとめた。 

 

「ABAC の使命は、常にそうでしたが、ビジネス界が信頼できるパートナーとして、より 

強固で統合されたアジア太平洋コミュニティの構築に貢献できるようにすることです」と、

2025 年 ABAC 議長のイ・ギュホ氏は述べた。「前例のない不確実性と分断に直面するなか、

私たちは分断を埋め、企業に力を与え、すべての人々の長期的な繁栄を可能にする環境を 

整えなければなりません。」 

 

繁栄の共有に向けた連携 

 

今年の首脳との対話の中心となるテーマは「Bridge（架け橋）、Business（ビジネス）、

Beyond（未来に向けて）」であり、これは ABAC が各国・地域とビジネス界にまたがる 

新たな連携を求めていることを反映している。ABAC は、すべての人々の安定と機会を確保

するために、ルールに基づく貿易、強靭なサプライチェーン、そして持続可能なイノベー 

ションが不可欠であることを強調している。 

 

主要な行動と提言 

 

ABAC は、APEC 首脳に対し、以下の内容を含む、地域全体のビジネス界の声を集約した 

41 の実行可能な提言を策定した。 

 

⚫ 地域経済統合について：ルールに基づく多国間貿易体制を引き続き推進し、アジア太平洋

自由貿易圏（FTAAP）の実現に向けた取り組みを加速させ、女性をはじめとするすべて 
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の人々にとってより公平な競争条件を整備し、切れ目なく一貫性のあるデジタル貿易を 

可能にし、より強固な海上輸送インフラと、新たなペーパーレス貿易に関する組織横断的

な APEC 中核拠点（ACCEPT：APEC Centre of Excellence on Paperless Trade）を通じて、

強靭なサプライチェーンを支援する。 

 

⚫ 持続可能性について：意欲的、現実的かつ包摂的なエネルギー・トランジションを推進し、

気候変動への影響を最小限に抑えるための貿易ツールをより効果的に活用するための 

「グリーン貿易枠組み」を採択し、循環型・低炭素サプライチェーンを推進する。 

 

⚫ 人工知能（AI：Artificial Intelligence）とデジタルイノベーションについて：安全で 

持続可能なデジタルインフラへの公平なアクセスを確保し、責任ある安全な AI の導入と

ガバナンスを構築し、相互運用可能で一貫性のあるデジタル貿易ルールを策定する。 

 

⚫ 金融と経済について：エネルギー・トランジション、デジタルインフラ（DX 含む）、 

災害対応のための年間 2.5 兆ドルの投資ギャップを埋める資金を動員するとともに、政策

の予測可能性を確保し、将来を見据えた財務大臣プロセス（FMP：Finance Ministers’ 

Process）・ロードマップを策定する。 

 

⚫ バイオとヘルスケアについて：医療への公平なアクセスを拡大し、医療データの活用を 

促進し、ゲノミクスや AI などの変革的技術を活用して人口動態問題に取り組む。 

 

ABAC はまた、二つの戦略的な政策提言文書を発表した。一つは、「スマートかつ包摂的な

ヘルスケアに向けた ABAC ロードマップ」で、APEC 地域における医療提供体制の変革に 

向けた戦略的な指針を示すもの。二つ目は、APEC 地域全体のデータセンターへの電力供給

をより持続可能な方法で実現するための革新的な解決策に焦点を当てた報告書で、政策 

立案者に対し、民間部門との連携を通じて、データセンターやコンピューティング容量から、

それらを支える水資源や電力システムに至るまで、持続可能なデジタルインフラの開発の 

加速と投資ギャップの解消を促すものである。 

 

これらの提言を総合的に捉えると、分断を乗り越え、企業の力を引き出し、短期的な回復の

先に地域の長期的な繁栄を確保するための、統合的で持続可能、かつ包摂的なアジア太平洋

経済の構築に向けた包括的な計画が示されている。 

 

韓国のウ・ウォンシク国会議長が、会議参加者を歓迎する辞を述べた。 

 

2026 年の ABAC 議長を務める ABAC 中国のリー・ファンロン氏が、ABAC 一同に対し、

2026 年の作業計画案について説明した。 

 

以上  
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＜2025 年第 4 回 ABAC（釜山）会議の様子＞ 
 

 
ABAC 委員の集合写真（写真中央は、韓国のウ・ウォンシク国会議長） 

【写真提供元：ABAC 国際事務局】 
 

  
開会の挨拶をする韓国のウ・ウォンシク国会議長（左）、2025 年 ABAC 議長のイ・ギュホ氏（右） 

【写真提供元：ABAC 国際事務局】 
 

   
会議に出席する ABAC 日本委員（左から、鈴木委員、池田委員、古澤委員） 

 

  
  挨拶するチェ・テウォン          クロージング・プレナリーの様子（右）      
APEC CEO サミット実行委員長         【写真提供元：ABAC 国際事務局】   


